た。 「これ はふた つと も、 わたしの いちばん 大事な 

どうぐ おおと だな 

道具の はいって いる 大 戸棚の かぎだ。 これ はふ だん 使 

きんか 

わない 金銀の 皿 を 入れた 戸棚の かぎだ。 これ は 金貨と 

きんこ ほうせき 

銀貨 を いっぱい 入れた 金庫の かぎだ。 これ は 宝石箱の 

かぎだ。 これ はへ や のこらずの 合い かぎだ。 さて、 こ 

こに もう ひとつ、 ちいさな かぎが あるが、 これ は 

地下室の 大 ろうかの、 いちばん 奥に ある、 小べ や を あ 

ける かぎだ。 戸棚と いう 戸棚、 へやと いうへ や は、 ど 

れを あけて みる こと も、 中にはい つてみ る こと も、 お 

まえの 勝手 だが、 ただ ひとつ、 この 小べ や だけ は、 けつ 

して あけて みる こと も、 まして、 は、，' つてみ る こと は 



お 客た ち は、 まさか これほどまで とも おもわな かつ 

た、 お 友 だち の 運の よさに、 いまさら 感心したり、 う 

ら やましが つたり、 いつまでも はてしが ありませんで 

したが、 ご主人の 奥が たは、 いくら りっぱな おへ やや、 

かざりつけ を 見て あるいても、 じれったい ばかりで、 

い つ こうに おもしろ くも 楽しく もありませんでした。 

それと いうの が、 夫が 出が けに きびしく いいつけて 

おいてい つた、 地下室の ひみつの 小べ やという のが、 

しじゅう、 どうも 気になって 気になって、 ならない か 

らで) J ざいます。 

いけない という もの は、 とかく 見たい のが、 人間の 



びょう 

ら、 一 秒 もお くれる こと はならない ぞご と、 青 ひげ 

はいいました。 

ひとりに なると、 奥が たは、 女の きょうだいの 名 を 

呼びました。 

「アンヌね えさ ま (アンヌと いうの は、 きょうだいの 

ごしょう とう 

なまえでした。) アンヌね えさ ま、 後生です、 塔の てつ 

べんまで あがって、 にい さまた ちが、 まだ おいでにな 

ら ないか 見て ください。 にい さまた ち は、 きょう、 た 

ずね てくだ さる やくそく になって いるので す。 見えた 

あいず 

ら、 大 いそぎで くるよう に、 合図 をして ください。」 

アンヌね えさ ま は、 すぐ 塔の てっぺんまで あがって 



たから、 その 財産 はの こらず、 奥が たのもの になり ま 

した。 奥が たは それ を、 ねえ さま やにい さまた ちに 分 

けて あげました。 

ものめずらしが リ、 それ はいつ でも 心 を ひく、 かる 

いたのし みです が、 いちど、 それが みたされ ると、 も 

こうか い 

うすぐ 後悔が、 代って やって きて 〔# 「やって きて」 は 

底本で は 「やっきて 匕、 そのため 高い 代価 を 払わなくて 

はなり ません。 



底本 ： 「世界お とぎ 文庫 (イギリス • フランス 童話 篇) 

妖女の おくりもの」 小 峰 書店 

1950 (昭和お) 年 5 月 ー 日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

入力 ： 大久保 ゆう 

校正 ： 秋 鹿 
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